
【
国
民
年
金
の
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？
】

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
本
人

の
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
に
対

し
て
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

を
猶
予
す
る
制
度
で
す
。

※
こ
の
制
度
を
受
け
る
に
は
年
度

　

ご
と
の
申
請
が
必
要
で
す
。

■
対
象
と
な
る
学
生

　

所
得
が
一
定
以
下
で
、
大
学
、

大
学
院
、
短
大
、
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
（
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の

課
程
）
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の

方
（
夜
間
、
定
時
制
課
程
、
通
信

課
程
を
含
む
）

■
申
請
方
法

　

年
金
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
、

印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）
、
学

生
証
（
コ
ピ
ー
可
・
表
裏
と
も
）

ま
た
は
在
学
証
明
書
を
持
っ
て
、

住
民
票
の
あ
る
市
町
村
の
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
以
前
に
申

請
・
承
認
済
み
の
方
で
、
26
年
度

以
降
も
在
学
予
定
の
方
に
は
、
３

月
下
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
ハ

ガ
キ
形
式
の
申
請
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し

返
送
す
る
こ
と
で
、
26
年
度
の
特

例
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
注
意
点

　

一
定
以
上
の
障
害
や
死
亡
と
い

っ
た
不
慮
の
事
態
に
は
、
条
件
を

満
た
せ
ば
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

特
例
申
請
等
を
せ
ず
、
保
険
料
を

未
納
の
ま
ま
、
不
慮
の
事
故
等
で

一
定
以
上
の
障
害
が
残
っ
た
場
合
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
れ
な
い

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
学
生
納
付
特
例
承
認
期

間
中
は
、
年
金
を
受
け
取
る
際
に

必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

経
過
期
間
に
よ
っ
て
一
定
の
額
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

【
過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保
険

料
の
未
納
期
間
が
あ
る
方
へ
】

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い

と
き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
、
保
険
料
の
免
除
等
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
申
請

時
点
の
2
年
1
カ
月
前
の
月
分
ま

で
申
請
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

市
の
担
当
窓
口
か
、
年
金
事
務

所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要

な
添
付
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
注
意
点

○
申
請
が
遅
れ
る
と
、
万
一
の
際

　

に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
申
請
期
間
に
対
応
す
る
本
人
・

　

配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得

　

に
基
づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す

　

の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
障
害
年
金
受
給
等
で
国
民
年
金

保
険
料
の
法
定
免
除
を
受
け
て
い

る
方
へ
】

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
保
険
料

を
通
常
納
付
で
き
る
「
納
付
申
出

制
度
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

納
付
申
出
に
よ
り
、
保
険
料
の

口
座
振
替
や
前
納
に
よ
る
保
険
料

の
割
引
な
ど
、
便
利
で
お
得
な
制

度
を
あ
わ
せ
て
ご
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

市
の
担
当
窓
口
か
、
年
金
事
務

所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

○
新
居
浜
年
金
事
務
所　
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○
各
総
合
支
所
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民
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課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）　

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

日
本
年
金
機
構
の
お
知
ら
せ

　

生
ご
み
の
減
量
化
と
堆
肥
化
推

進
の
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
等
を

購
入
さ
れ
る
市
内
の
一
般
家
庭
に
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
内
容

○
生
ご
み
処
理
機　

　

補
助
率
２
分
の
１
・
補
助
金
上

　

限
２
万
円
・
１
世
帯
１
基
ま
で

○
生
ご
み
処
理
容
器　

　

補
助
率
２
分
の
１
・
補
助
金
上

　

限
３
千
円
・
１
世
帯
２
基
ま
で

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課　

廃
棄
物
対
策
係
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１
３
３
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○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

家
庭
ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源

化
推
進
の
た
め
、
資
源
物
の
集
団

回
収
を
行
う
団
体
に
回
収
量
に
応

じ
た
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は

事
前
に
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

■
補
助
対
象
団
体
の
要
件

○
地
域
住
民
20
人
以
上
で
構
成
す

　

る
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

○
資
源
物
を
市
内
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

業
者
に
持
ち
込
む

○
回
収
に
か
か
る
経
費
は
す
べ
て

　

団
体
が
負
担
す
る

■
補
助
金
額　

回
収
資
源
物
１
キ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
４
円

■
補
助
対
象
の
資
源
物

　

新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ス

チ
ー
ル
缶
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど

※
事
業
活
動
に
伴
う
資
源
物
は
対

　

象
と
な
り
ま
せ
ん

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課　

廃
棄
物
対
策
係
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各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
費
を

補
助
し
ま
す

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
奨
励
補

助
金
を
交
付
し
ま
す

銃
砲
刀
剣
類
は
登
録
が
必
要

　
　

　

銃
砲
刀
剣
類
を
新
た
に
発
見
し

た
場
合
は
、
登
録
手
続
き
が
必
要

で
す
。
最
寄
り
の
警
察
署
へ
発
見

の
届
け
出
を
行
い
、
発
見
届
出
済

証
の
交
付
を
受
け
た
後
、
銃
砲
刀

剣
類
を
持
参
の
上
、
県
庁
で
偶
数

月
の
第
３
木
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

県
文
化
財
保
護
課
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